
科⽬ナンバー  RMGT/SSCS1216 

科⽬名  ⾃主創造の基礎２  

担当教員  ⼭下 博之  

対象学年  1年,2年,3年,4年  開講学期  後期  

曜⽇・時限  ⾦２  

講義室  1407  単位区分  必  

授業形態  演習  単位数  2 

科⽬⼤分類 総合教育  

科⽬中分類 総合基礎  

科⽬⼩分類 リテラシー
キャリア  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
 DP2-A 〔⽇本の精神⽂化を理解し多様な価値を受容する姿勢］地球的視点で物事を多⾯的に
捉え、異⽂化との交流の重要性を認識するとともに、異⽂化との交流を積極的かつ多⾯的に⾏
い、相互理解を促進し互恵関係を構築することができる。
 DP2-B 〔⾃⼰の特性を理解し社会に貢献しようとする姿勢］⾃⼰の存在意義を知り、⾃らを
⾼め続けようと努⼒することができる。
 DP4-F 〔探究⼒・課題解決⼒］問を設定し⼜は論点を特定し、それに対する答・結論・判断
を合理的に導くために、論拠の収集と分析を体系的に⾏うとともに、オープンエンドな問題・
課題に答えるための⽅略をデザインし、検証し実⾏することができる。
 DP4-I 〔理解⼒・分析⼒］⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、
分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。
 DP5-J 〔創造的挑戦⼒・達成⼒］コンピテンスの開発を⽣涯にわたり継続して⾏うことを、⾃
らの思考及び⾏動のパターンとするとともに、既存のアイデアを⾰新的かつ創造的に統合し、
リスクをとりながら、結果に結び付けることができる。
 DP7-L 〔協働⼒・牽引⼒］集団的に課題解決を⾏う際に、⾃⼰の⽴場や責任を認識し、互い
に集団の連帯を強めることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
 A2（10％）異⽂化適応
 B1（30％）⾃⼰啓発  
 C1（5％）倫理的思考・社会認識
 I1（10％）理解と分析と読解  
 J1（10％）創造的思考
 L1（30％）チームワーク
 M1（5％）統合的・応⽤的学修  

教員の実務経験  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット
  ２．進⾏期  〜  ３．発展期  

科⽬概要・キーワード ⽇本⼤学において全学的に導⼊した初年次教育科⽬で、⾃主創造の基礎１を受け、さらに創造
性を伸ばすための発展的なプログラムを実践します。2年⽣時以降の領域選択や将来のキャリ
ア、社会とのつながりを意識させるグループワークを⾏う。更には個⼈研究を確⽴するため
の、研究⽅法、調査⽅法について学ぶことにより、2年次での専⾨科⽬に対する⾃主性、創造
性を⾼めることを⽬的としています。授業形式は講義形式により⾏います。なお，授業を補

タイトル「2021年度危機管理学部(公開⽤_コロナ対策版)」、フォルダ「（共通）」
シラバスの詳細は以下となります。



完・代替するためオンライン授業（同時双⽅向型・オンデマンド型）を取り⼊れます。
■キーワード  キャリア、チームワーク、学修  

授業の趣旨

■副題
⾃主創造の基礎１で⾝に付けたスキルをチームで活⽤してみましょう。
■授業の⽬的
⾃主創造基礎１で⾝につけたスキルを活⽤して危機管理の専⾨領域を学ぶための素養を⾝につ
けることを⽬標としています。そのために、１．具体的には、2年⽣から始まる領域の選択を
⾏うための合同演習を⾏い、将来のキャリアに結び付ける。２．4領域の特徴と領域に関連す
るキャリアを調べて報告することで、領域とキャリアのより深い理解を促すことを⽬標として
います。そして、３．あらかじめ設定された将来のキャリアに関するテーマに関して、他者と
意⾒交換を⾏いながら、その成果をレポート課題としてまとめることも⽬標としています。
■授業のポイント
⾃主創造基礎１で⾝につけたスキルを活⽤し、危機管理の専⾨領域を学ぶための素養（社会⼈
としての基礎知識・技法・態度）を⾝につけることを⽬標としています。
１．具体的には、2年⽣から始まる領域の選択を⾏うための合同演習を⾏い、将来のキャリア
に結び付ける
２．4領域の特徴と領域に関連するキャリアを調べて報告することで、領域とキャリアのより
深い理解を促す
３．あらかじめ設定された将来のキャリアに関するテーマに関して、他者と意⾒交換を⾏いな
がら、その成果をレポート課題としてまとめる
2年次以降の基礎演習の選択、キャリアの選択ができるようにキャリア教育の側⾯を重視して
いきます。  

総合到達⽬標

■リーダーシップを発揮できる。                               
■多様な考えを認めることができる。                           
■他者の意⾒を傾聴できる。                                   
■他者の考えを正しくとらえて理解することができる。           
■協働で情報収集することができる。                           
■⾃分の考えを他者にわかりやすく伝えることができる。         
■解決⽅法を⾒出し、協働で検討し、提案することができる          
■将来のキャリアについて説明することができる。       

成績評価⽅法

■成績評価⽅法
授業参加度（60％）
（成績評価の観点）チームワークへの貢献については、教員がチェックシートを基に評価をし
ます。また、毎授業のワークシートの提出し、それを評価基準に基づき評価します。
（フィードバックの⽅法）貢献については事前に授業中に作業における役割や分担を決めさ
せ、どのような点を評価するのか話をします。また、ワークシートは提出後の授業で評価につ
いて説明をします。
レポート課題（20％）2回
（成績評価の観点）レポート課題はWCに関する評価基準に基づき評価を⾏います。また、期
末レポートについてはルーブリック評価の基準に従い評価を⾏います。  
（フィードバックの⽅法）両⽅の課題については、提出後に授業でどのような解答が望ましい
のか解説を⾏います。
プレゼンテーション課題（20％）1回
（成績評価の観点）プレゼンテーションのルーブリック評価に基づき評価を⾏います。
（フィードバック⽅法）プレゼンテーション報告会で教員が講評を⾏うので、その際にフィー
ドバックを⾏います。  

履修条件 必修のため、特にありません。  

履修上の注意点 特にありません。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ
⾃主創造の基礎２のスタートアップ１
②授業概要
授業の進め⽅や評価などのガイダンスを⾏うとともに、将来のキャリアデザインに向け
た説明を⾏い、今後の⾃分のキャリアを⾒据えた学修を⾏うことを⽬的とする（A2、
B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 後学期の学修⽬標と前学期の学修課題ついて考えてくる。
④復習（120分）
 ポートフォリオとキャリアデザインシートから後学期の⽬標を考えてくる

2 ①授業テーマ
 ⾃主創造の基礎２スタートアップ２



②授業概要
 学修ポートフォリオ、キャリアデザインシートをもとにして、2年⽣次以降の学びにつ
いて考えることを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 後学期の学修⽬標と前学期の学修課題ついて考えてくる。
④復習（120分）
 ポートフォリオとキャリアデザインシートから後学期の⽬標を再度考えてくる

3

①授業テーマ
 危機管理基礎演習のキャリアについて
②授業概要
 危機管理基礎演習の概要についての説明を受けて、将来の⾃分の進みたい領域やキャ
リアについて理解することを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 事前に基礎演習の志望する先⽣の授業などを調べて、どういう学びをするのか検討を
する
④復習（120分）
 ガイダンスを受けて⾃分のキャリアと学修について検討する

4

①授業テーマ
 危機管理の領域・キャリア選択について考える１
②授業概要
 ２年次以降のカリキュラムの説明、キャリアの選択、災害、パブリック、グローバ
ル、情報の４領域の特徴に関する説明を聞き、２年次以降のキャリア選択および領域選
択に関して理解することを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 志望する領域の科⽬を調べて、どういう学びをするのか検討をする
④復習（120分）
 ガイダンスを受けて⾃分のキャリアと学修について検討する

5

①授業テーマ
 キャリアについてのグループワーク１
②授業概要
 2年次以降のキャリアについての説明を受けた上で、⾃分の将来のキャリアや関連する
領域について学⽣がグループで考えることを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、
L1、M1）。
③予習（120分）
 志望する領域と他の領域について調べてくる
④復習（120分）
 他の学⽣と話して再度⾃分のキャリアと学修について検討する

6

①授業テーマ
 キャリアについてのグループワーク2
②授業概要
 2年次以降のキャリアについての説明を受けた上で、⾃分の将来のキャリアや関連する
領域について学⽣がグループで考えることを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、
L1、M1）。
③予習（120分）
 志望する領域と他の領域について調べてくる
④復習（120分）
 他の学⽣と話して再度⾃分のキャリアと学修について検討する

7

①授業テーマ
 キャリアについてのグループワーク３
②授業概要
 2年次以降のキャリアについての説明を受けた上で、⾃分の将来のキャリアや関連する
領域について学⽣がグループで考えることを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、
L1、M1）。
③予習（120分）
 志望する領域と他の領域について調べてくる
④復習（120分）
 他の学⽣と話して再度⾃分のキャリアと学修について検討する

8 ①授業テーマ
 ワールドカフェ
②⽇本⼤学の他学部の学⽣との交流と議論を通じて、⾃分のキャリアや将来について他
者に説明できるになる（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）
③予習（120分）



事前に配布されたWCの案内を読み、前期のがくないWCの内容を精査する
④復習（120分）
 WCで議論した内容について検討し、配布されたレポートを書く

9

①授業テーマ
 キャリアについてのグループワーク４（報告会）
②授業概要
 2年次以降のキャリアについての説明を受けた上で、⾃分の将来のキャリアや関連する
領域について学⽣がグループで考えをまとめ報告することを⽬的としている（A2、B1、
C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 ⾃分の担当のPPTを作成してくる
④復習（120分）
 報告を聞いたうえで、再度⾃分のキャリアと学修について検討する

10

①授業テーマ
 危機管理について考える１
②授業概要
 危機管理に関する外部講師と学部教員によるパネルディスカッションを聞き、危機管
理の職業に関して⾃ら考え、理解することを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、
L1、M1）。
③予習（120分）
 危機管理に関わる気象情報について調べてくる
④復習（120分）
 講演を聞いたうえで、気象情報が危機管理にどのように応⽤できるか検討してみる 

11

①授業テーマ
 危機管理について考える２
②授業概要
 前回のパネルディスカッションを受けて、危機管理に関する職業に就くために必要な
マインドやスキルにはどのようなものがあるのかについて、グループで議論し理解を深
めることを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 危機管理に関わる気象情報について調べてくる
④復習（120分）
 気象情報が危機管理にどのように応⽤できるか議論をした結果から再度その有⽤性に
ついて検討してみる

12

①授業テーマ
 レポートの書き⽅
②授業概要
 ⾃主創造２のレポート課題を作成するにあたり、レポートの書き⽅について学び、そ
のスキルを修得することを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 レポートの書き⽅に関するマニュアルを読んでくる
④復習（120分）
 レポートのマニュアルを再度読んでみる。

13

①授業テーマ
 レポート作成作業１
②授業概要
 レポート課題の作成作業を進めるために、前回の授業を踏まえ論理的に書くための構
成を⾏い、ロジカルシンキングが⾝についているのか確認することを⽬的としている
（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 レポートの問題意識の部分を作成する
④復習（120分）
 書いた内容で指摘を受けた個所を修正する。

14 ①授業テーマ
 レポート作成作業２
②授業概要
 レポート課題の作成作業を進めるために、レポート課題の形式要件など必要な要素網
羅しているのかどうか確認することを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、
M1）。
③予習（120分）
 レポートの内容の内容に関する部分を書いてくる



④復習（120分）
 指摘を受けた個所を修正してくる。

15

①授業テーマ
 ⾃主創造の基礎２の振り返り
②授業概要
 ⾃主創造の基礎２で⾏った授業を振り返り、授業で学んだスキルが⾝についているの
かどうか確認を⾏うことを⽬的としている（A2、B1、C1、I1、J1、L1、M1）。
③予習（120分）
 レポートの形式要件などが整っているか最終確認を⾏う
④復習（120分）
 再度、⾃分のキャリアや2年次の学修について検討してみる。

関連科⽬ ⾃主創造の基礎１  

教科書 『"⾃主創造″のためのLearning Guide（第5版）』（⽇本⼤学FD推進センター，2016年）  

参考書・参考ＵＲＬ 開講時に指⽰します。  

連絡先・オフィスアワー 授業時に指⽰します。  

研究⽐率 －  
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